
たか
ねざわ

笑顔をつなぎたい

　安心な未来へ！！

笑顔をつなぎたい

　安心な未来へ！！

□9月定例会

　平成28年度歳入歳出決算認定

□議員定数が変わります！

□みんなのお金は有効に使われているか？

□一般質問

　包括連携の効果など8議員が町政を問う　

□突撃インタビュー

　～健康長寿日本一に！～鯵坂英一さん
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6
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24
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議会だより



（2）

　

第
3
8
2
回
定
例
会
は
、
9
月
5
日
か
ら　

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

20

　
　

年
度
決
算
認
定
8
議
案
、　

年
度
の
決
算
に
係
る
報
告
6
件
、　

年
度
補
正
予
算
8
議
案
と
図
書
館
指
定
管
理
認
定
1
議
案
、

28

28

29

更
に
、
陳
情
審
査
と
盛
り
沢
山
の
審
議
と
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
8
人
の
議
員
が
行
い
、
町
と
企
業
の
包
括
連
携
協
定
の
あ
り
方
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
「
道
の
駅
」
化
、
平
和
行

政
、
学
校
建
設
等
の
施
策
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
等
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
議
員
に
よ
る
初
の
決
算
特

別
委
員
会
を
開
き
、　

年
度
の
事
業
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

28

　

最
終
日
は
、
各
常
任
委
員
長
よ
り
委
員
会
審
議
報
告
が
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
さ
ら
に
、
宝
積
寺
地
内
の
雨
水

幹
線
管
渠
築
造
工
事
の
他
、
議
員
定
数
を
定
め
る
条
例
の
改
正
な
ど
の
追
加
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

可決
原
案
全
て
を

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

9月
定例会平成28年度歳入歳出決算認定歳出決算認定歳出決算認定

歳入歳入
97億9243万円97億9243万円

94億3369万円

【国・県支出金】
国・県からの
補助金
16％

歳出

【町税】
みなさんからの

税金
42％

【分担金及び負担金、
使用料及び手数料】
3％

【繰入金ほか】
11％

【地方交付税】
国の税金から
配分されるお金
13％

【町債】
町の借金
7％

【地方譲与税・
交付金】
8％

前年度との比較増減
前年対比27年度28年度名　　　目

103.3％41億9664万円43億3659万円町 税
100.9％12億8140万円12億9413万円地 方 交 付 税
100.8％16億2663万円16億4087万円国 ・ 県 支 出 金
88.0％6億5980万円5億8190万円町 債

前年度との比較増減
前年対比27年度28年度名　　　目

106.6％29億5034万円31億4733万円民 生 費
83.5％14億8414万円12億3974万円教 育 費
76.6％11億7938万円9億0303万円土 木 費
89.4％6億1583万円5億5033万円農 林 水 産 業 費

歳入
97億9243万円

94億3369万円94億3369万円
歳出歳出

議会費
1％

予備費
0％災害復旧費

0％

総務費
10％

民生費
33％

労働費
0％

衛生費
8％

農林
水産業費
6％

商工費
3％

土木費
12％

消防費
5％

教育費
15％

公債費
7％
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主
な　

年
度
補
正
予
算

29

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

町の元気にキックオフ町の元気にキックオフ

平成28年度歳平成28年度歳入歳出決算認定平成28年度歳入

平成28年度　各会計別決算　総括表
差引残高歳出総額歳入総額名　　目

3億5874万円94億3369万円97億9243万円一 般 会 計

4609万円31億5199万円31億9809万円国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

596万円2億2972万円2億3569万円後 期 高 齢 者 医 療

3789万円20億 822万円20億4611万円介 護 保 険

2370万円1億 125万円1億2495万円宝積寺駅西第一土地区画整理事業

4335万円10億7282万円11億1617万円公 共 下 水 道 事 業

752万円1億6854万円1億7606万円農 業 集 落 排 水 事 業

7278万円5億1446万円5億8724万円収益的収入及び支出
水道事業会計

△2億114万円2億2177万円2062万円資本的収入及び支出

　

歳
出
総
額
は
、　

億
3
3
6
9

94

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
1
億
1

2
2
6
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
出
の
構
成
を
み
る
と
、
民
生

費
が
全
体
の　

％
で
一
番
多
く

33

な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
に
対

す
る
社
会
福
祉
費
用
の
占
め
る
割

合
は
例
外
な
き
も
の
で
、
主
に
介

護
保
険
会
計
や
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
や
保
育
園

の
運
営
委
託
等
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
総
務
費
・
教
育

費
を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
約　
58

％
を
占
め
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
震
災
復
興
特
別
交

付
金
の
清
算
に
よ
る
財
政
管
理
費

の
歳
出
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
ま
す
。
全
体
的
に
は
子
育
て
、

高
齢
者
支
援
等
に
配
慮
し
た
財
政

運
営
を
し
て
き
た
こ
と
が
判
断
で

き
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
総
額
は
、
3
億
6
7

1
5
万
円
を
追
加
し
、
今
年
度
予
算
総
額

は　

億
2
8
1
6
万
円
に
な
り
ま
す
。

98

　

追
加
さ
れ
た
主
な
補
正
項
目

庁
舎
整
備
基
金
積
立
金1

億
5
0
0
0
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

7
9
2
4
万
円

町
道　

号
線
舗
装
修
繕
事
業
費

87

1
0
7
6
万
円

　

歳
入
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
し
て

2
0
0
0
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の
追
加
補
正
に

伴
い
、
そ
の
一
定
割
合
を
地
方
が
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度

28

一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
内
容

新しい取り組みロックサイドマーケット
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9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

陳
情
者

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟

提
出
の
理
由

　

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜

本
的
強
化
を
図
る
た
め「
全
国
森

林
環
境
税
」の
早
期
の
導
入
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
並
び
に
国
会

に
提
出
す
る
こ
と

質
疑
内
容

　

8
ペ
ー
ジ
の
総
務
常
任
委
員
会

報
告
に
記
載

審
議
結
果

　

全
会
一
致
継
続
審
査

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関

す
る
陳
情

陳
情
者

　

森　

文
夫
氏
（
宝
積
寺
）

提
出
の
理
由

　

加
藤
貞
夫
前
議
長
に
対
し
議
員

辞
職
の
勧
告
を
な
し
て
く
だ
さ
い

質
疑
内
容

　

8
ペ
ー
ジ
の
総
務
常
任
委
員
会

報
告
に
記
載

審
議
結
果

　

全
会
一
致
不
採
択

議
員
辞
職
の
勧
告
を
求
め
る
陳

情
書

陳
情
者

　

高
根
沢
・
九
条
の
会

提
出
の
理
由

　

処
罰
法
の
廃
案
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
並
び
に
国
会
に
提
出
す

る
こ
と

質
疑
内
容

　

8
ペ
ー
ジ
の
総
務
常
任
委
員
会

報
告
に
記
載

審
議
結
果

　

全
会
一
致
不
採
択

テ
ロ
等
準
備
罪
を
新
設
す
る
組

織
犯
罪
処
罰
法
の
改
正
に
関
す

る
陳
情
書

陳
情
者

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

提
出
の
理
由

　

県
立
高
校
の
入
学
選
抜
で
定
員

が
満
た
な
い
学
校
が
あ
る
場
合
に

そ
の
高
校
に
お
い
て
一
般
入
試
で

不
合
格
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
再

募
集
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

質
疑
内
容

　
　

ペ
ー
ジ
の
教
育
福
祉
常
任
委

11
員
会
報
告
に
記
載

審
議
結
果

　

全
会
一
致
不
採
択

県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜
で
再

募
集
実
施
を
求
め
る
意
見
書
採

択
・
提
出
に
関
わ
る
陳
情

各々の議員が行政運営をしっかりと審査
9月定例会での採決結果一覧表

採
決
結
果

阿
久
津
信
男

鈴
木　

利
二

野
中　

昭
一

松
本　
　

潔

森　
　

弘
子

神
林　

秀
治

加
藤　

貞
夫

横
須
賀
忠
利

梅
村　

達
美

川
面　

充
子

齋
藤　

武
男

加
藤　
　

章

中
山
喜
美
一

渡
邉　
　

俊

鈴
木
伊
佐
雄

佐
藤　

晴
彦

議員名　

　議　案

◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町議会決算特別委員会の設置発議 第1号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の 
定数を定める条例第1号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町職員の育児休業等に関する条例の一部改正第2号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営 に関する基準を定める条例の一部改正第3号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町都市公園条例の一部改正第4号
◎○○○○×○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町一般会計歳入歳出決算認定第5号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定第6号

◎○○○○×○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定第7号

◎○○○○×○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町介護保険特別会計歳入歳出決算認定第8号

◎○○○○×○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町宝積寺駅西第一土地区画整理事業特別 
会計歳入歳出決算認定第9号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定第10号
◎○○○○○○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定第11号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○平成28年度高根沢町水道事業会計剰余金の処分及び歳入歳
出決算認定第12号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○平成29年度高根沢町補正予算議決第13号～第20号
◎○○○○○○○○○○○○○○○○高根沢町図書館3館及び関連施設に係る指定管理者の指定第21号
◎○○○○○○○○○○○○○○○○町道の認定第22号

◎○○○○○○○○○○○○○○○○｢全国森林環境税の創設に関する意見書採択｣に関する陳情
（委員会は継続審査）陳情

◎○○○○○○○○○○○○○○○○議員辞職の勧告を求める陳情書 （委員会は不採択）陳情
※1　小林　栄治　議員は、議長であるため採決に加わりません。　　※2　○は賛成で、×は反対、◎は可決の意味を表しています。
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《
意
見
》

平成30年4月改選より
議員定数が変わります！

議員定数検討特別委員会報告

来
年
4
月
の
町
議
選
か
ら

1
人
削
減
の
定
数　

人
に

16

　

議
会
を
取
り
巻
く
現
状
は
、「
議
会
・
議
員
の
役
割

や
機
能
は
曖
昧
で
、
住
民
か
ら
は
何
を
や
っ
て
い
る

か
解
り
づ
ら
い
」。

　

ま
た
、「
議
会
・
議
員
も
発
信
力
や
説
明
力
に
欠
け
、

そ
の
意
欲
も
希
薄
で
あ
り
、
住
民
の
関
心
を
集
め
る

こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
議

会
の
存
在
意
義
が
薄
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
議
会
改
革
が
急
務
と

捉
え
、
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
近

隣
の
町
の
視
察
や
検
討
会
議
を
、
計
5
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
の
検
討
内
容
は
、「
二
元
代
表
制
で
の
議

会
機
能
を
果
た
す
と
共
に
、
住
民
の
代
表
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
う
え
で
、
適
正
な
必
要
議
員
数
は
何

人
か
?
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
議
論
し
ま
し
た
。

議
長
へ
提
言
!

継
続
し
た
議
会
改
革
の
必
要
性

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
社
会
情
勢
な
ど

を
考
慮
し
て
検
討
す
る
こ
と
や
、
議
会
の
存
在
意
義

を
、
議
員
自
身
が
絶
え
間
な
く
問
い
続
け
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、（
仮
称
）
議
会
改
革
特
別
委
員
会
等
を
設

置
し
、
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

議
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

高根沢町の議員数って
何人が妥当かなぁ～?

議会改革を図り活性化させ
住民が納得のいく議会へ

全
会
一
致
で
可
決「議

員
定
数
条
例
の
改
正
」

　

定
例
会
最
終
日
に
、
議
員
提
出
発
議
で
「
高
根
沢

町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
利
二
委
員
長
か
ら
、
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
主
旨
賛
同
の
う
え
、
全
議
員
が
賛
成
し
可
決
し

ま
し
た
。

「
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
」
の
設
置

　

特
別
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
定
例
会
終
了
後
に

開
催
し
た
全
員
協
議
会
で
、
議
長
提
出
案
と
し
て

「
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
」
の
設
置
を
求
め
ら
れ
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
、
議
会
の
役
割
も
広
が
り
が
見
ら
れ
、

議
会
の
更
な
る
進
展
を
図
る
た
め
に
設
置
し
ま
す
。

〈
検
討
テ
ー
マ
〉

1
坩
通
年
議
会
の
導
入

2
坩
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
情
報
共
有
化

3
坩
そ
の
他
議
会
改
革
な
ど

〈
構
成
メ
ン
バ
ー
〉

各
常
任
委
員
会
か
ら
2
名
選
出
の
6
名
体
制

〈
期
間
〉

平
成　

年　

月
～
平
成　

年
2
月
ま
で

29

10

30

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

《
結
果
》

　

議
員
定
数
は
現
在
の　

人
に
対
し
、
1
人
減
の　

17

16

人
が
適
当
と
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
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9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

平成28年度歳出169 億250万円を認定億250万円を認定
決 算 特 別 委 員 会 を 設 置

　9月議会定例会から決算の審査方法が変わりました。
　今までは、各常任委員会ごとに所管分の決算を審査していましたが、平成28年度決算から決算特別
委員会を設置し、全議員が全ての決算を審査することになりました。
　これにより、町全体のお金の使いみちを議員全員が把握し、より慎重な審査ができるようになりま
した。

【旧】 【新】

各委員が審査 決算特別委員会（議員全員）で審査

町全体の決算

総務常任委員会分決算

教育福祉常任委員会分決算

建設産業常任委員会分決算

防
犯
施
設
維
持
管
理
費

Q
　

防
犯
灯
を
L
E
D
化
し
た
効
果

は
?A

　

平
成　

年
度
と
比
較
し
て
平
成

26

　

年
度
は
、
電
気
料
で
約
6
7
0

28万
円
、
修
繕
費
で
約
1
0
0
万
円

削
減
と
な
り
ま
し
た
。

J
R
烏
山
線
沿
線

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

Q
　

本
事
業
の
分
析
内
容
は
?

A
　

総
じ
て
は
、「
魅
力
的
な
地
域

資
源
が
多
数
あ
る
中
で
、
知
名
度

が
低
く
資
源
の
情
報
が
十
分
に
発

信
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
に
あ
る
」

と
い
う
分
析
内
容
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
本
年
度

は
、
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、
2
市
町
か

け
合
わ
せ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q
　

個
人
及
び
法
人
の
町
民
税
は
、平

成　

年
度
に
比
べ
、　

年
度
は
増
収

27

28

に
な
っ
て
い
る
。そ
の
要
因
は
？

A
　

平
成　

年
度
は
米
価
が
低
価
格

26

と
な
っ
た
た
め
に
、
農
家
の
所
得

が
下
が
り
、
平
成　

年
度
の
住
民

27

税
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成　

年
度
は
米
価
が
前
年

27

よ
り
回
復
し
、
平
成　

年
度
の
税

28

額
が
戻
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。 町

民
税

蓄電池車アキュムも快走中！
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9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

みんなのお金は有効に使われているかみんなのお金は有効に使われているか

平成28年度歳出169 億250万円を認定平成28年度歳出169 

い
じ
め
・
不
登
校
予
防

対
策
事
業

Q
　

Q
‐
U
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
結

果
の
分
析
と
対
応
策
は
?

A
　

す
べ
て
の
小
中
学
校
で
6
月
と

　

月
の
2
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

11実
施
し
ま
し
た
。

　

1
回
目
で
満
足
が
低
か
っ
た
学

級
に
対
し
て
学
校
全
体
で
対
応
し

た
こ
と
で
、
2
回
目
は
、
学
校
生

活
へ
の
満
足
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
小
学
1
年
生
と
中

学
1
年
生
に
は
課
題
が
み
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
も
幼
小
連
携
と

小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進
に

よ
り
学
校
で
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
補
助
事
業

Q
　

執
行
率
が　

％
で
あ
る
が
、原

35

因
及
び
対
策
は
?

A
　

原
因
は
、
十
分
な
周
知
が
図
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

対
策
は
、
農
業
者
す
べ
て
と
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
販
売
業
者
に
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制

度
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

農
産
物
加
工
品

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

Q
　

本
事
業
の
内
容
と
効
果
は
?

A
　

国
の
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、「
ロ
ッ

ク
サ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
4
回

の
開
催
及
び
「
食
」
等
を
メ
イ
ン

に
紹
介
す
る
冊
子
の
作
成
に
要
し

た
費
用
で
す
。

　

そ
の
効
果
は
、
交
流
人
口
の
増

加
と
高
根
沢
ロ
ー
カ
ル
グ
ル
メ
を

町
内
外
の
不
特
定
多
数
の
人
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

Q
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
費
に
お
け

る
事
業
効
果
は
?

A
　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
す
ぐ

に
」
証
明
書
が
取
れ
る
た
め
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
店
舗

に
お
い
て
利
用
で
き
る
た
め
、
機

器
の
調
達
コ
ス
ト
等
の
低
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
広
報
事
業

Q
　

直
売
農
家
の
事
業
効
果
は
?

A
　

直
売
農
家
は
、　

件
の
登
録
が

32

あ
り
ま
し
た
。

　

実
績
は
、
町
外
か
ら
も
含
め

1
0
0
人
以
上
の
来
客
が
あ
り
、

売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
直
売
農

家
も
あ
り
ま
す
。

　

直
売
屋
マ
ッ
プ
は
、
3
千
部
作

成
し
ま
し
た
が
、
問
い
合
せ
も
増

え
て
い
ま
す
。

Q
　

医
療
費
の
抑
制
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の

か
？A

　

国
保
会
計
の
財
政
状
況
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
医
療
費
の

分
析
を
図
り
、
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
ま
た
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
や

生
活
習
慣
病
予
防
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
健
康
づ
く
り

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

コンビニで「いつでも、どこでも、すぐに」

この町の魅力満載！
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全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を

求
め
る
陳
情

　

陳
情
者　

新
潟
県
村
上
市

　
　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員
連
盟

　
　
　

会
長　

板
垣
一
徳
氏

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

任委員会
審議報告

常
り 推進課・企画課・地域安全課・
・ 監査委員事務局・議会事務局）

の
高根沢町の財政状況は？

早期健全化基準を大きく
クリアーしています

一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
連
結
を
重
視

　

本
文
記
事
は
P
2
・
3

　

一
般
会
計
は
、
公
共
下
水
道
事
業
や
介
護
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
に
、
財
源
の
一
部
を
繰
り
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
に
出
資
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
特
別
会
計
に
滞
り
が
出
れ
ば
、
一
般

会
計
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
と
し
て
、
平
成　

年
度
決
算
に
係

28

る
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
最
重
要
と
捉
え
、
審
査
し
ま

し
た
。

陳
情
審
査
3
件
を
審
査
し
ま
し
た

主
旨
説
明

　

山
村
地
域
の
市
町
村
に
よ
る
森
林
吸

収
源
対
策
の
推
進
や
雇
用
の
確
保
等
の

取
組
み
は
地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
の

保
全
と
地
方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
森
林
・
林

業
・
山
村
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

「
森
林
環
境
税
」の
導
入
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
・
国
会
等
に
提
出
い
た
だ
き

た
い
。

審
査
内
容

　

環
境
保
全
、
防
災
対
策
か
ら
見
て
、

森
林
保
全
は
大
事
な
施
策
と
考
え
る
の

は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
栃
木
県
に
は
、
既
に
「
と

ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
が

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
町
よ
り
も
森
林
面
積
の

多
い
市
町
村
の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め

た
う
え
で
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

議
員
辞
職
の
勧
告
を
求
め
る
陳
情
書

　

陳
情
者　

高
根
沢
町
宝
積
寺　

森　

文
夫
氏

審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
閉
会
中
の
継
続
審
査

主
旨
説
明

　

加
藤
貞
夫
前
議
長
は
、
知
人
の
通
夜
に
生
花
や
供
え
物

を
し
、
公
職
選
挙
法
違
反
の
疑
い
で
、
宇
都
宮
地
方
検
察

庁
に
刑
事
告
発
さ
れ
、
本
人
も
事
実
を
認
め
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
加
藤
貞
夫
前
議
長
に
対
し
、
議
員
辞
職
の
勧

告
を
す
べ
き
。

審
査
内
容

　

宇
都
宮
地
検
の
処
分
決
定
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、

判
断
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
進
退
の
判
断
は
、

議
員
と
し
て
、
本
人
が
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
不
採
択

　

テ
ロ
等
準
備
罪
を
新
設
す
る
組
織
犯
罪
処
罰
法
の
改
正

に
関
す
る
陳
情

健全化判断比率（％）
早期健全化基準高根沢町の比率区　　分

14.3－（▲5.36）実質赤字比率
19.3－（▲21.71）連結実質赤字比率
25.04.5実質公債費比率
350.0－（▲27.4）将来負担比率

※「－」は、赤字または資金不足を生じていないことを表しています。

　国が示す、ボーダーラインは、19.30ですが、本町の比
率は、▲21.71です。この数字から判断すると本町の財
政は堅実な状況にあると云えます。
　しかし、財政健全化計画を表わしている国民健康保険
特別会計の収支は厳しい状況にあります。

　

2
0
1
7
年
6
月
に
、
国
会
で
成
立
し
た
同
法
は
既
に

施
行
さ
れ
て
い
る
。

審
査
内
容

　

全
会
一
致
で
不
採
択

審
査
結
果

閉
会
中
の
継
続
審
査
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平
成　

年
度

29

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

条
例
制
定
の
質
疑

　

主
な
補
正

　

歳
入

・
地
方
交
付
税

1
億
1
5
9
3
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

減
額
3
9
2
2
万
円

・
減
債
基
金
繰
入
金減

額
1
億
円

・
繰
越
金

1
億
3
5
3
8
万
円

　

歳
出

・
公
債
費

2
1
5
万
円

・
そ
の
他
、
平
成　

年
度
か
ら

30

平
成　

年
度
ま
で
の
デ
マ
ン
ド

32

バ
ス
運
行
事
業
の
予
算
の
裏
付

け
と
し
て
8
8
5
0
万
円
を
限

度
額
と
す
る
債
務
負
担
行
為
の

補
正

本町の優良水田は、美味なコシヒカリの産地です

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

任
審

総務常
所管課（総務課・夢咲くまちづくり 推
　　　　税務課・環境課・会計課・ 監

付託案件の
説　
　

明

A
　

農
業
委
員
は
、
推
薦
と
公
募
に

基
づ
き
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、

町
長
が
任
命
し
ま
す
。

　

過
半
数
は
、
認
定
農
業
者
で
あ

る
こ
と
。
農
業
者
以
外
の
選
任
は

中
立
な
立
場
の
方
、
ま
た
、
女
性

や
青
年
も
積
極
的
に
登
用
す
る
こ

と
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
　

農
業
委
員
会
を
新
た
な
体
制
に

す
る
た
め
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

町
長
が
選
任
す
る
委
員
は
ど
の
よ

う
な
方
が
対
象
と
な
る
の
か
？

A
　

普
通
交
付
税
の
確
定
に
伴
い
、

当
該
地
方
債
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

地
方
債
と
し
て
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
借
り
入
れ
条
件
と
し
て

有
利
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

Q
　

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額
が

2
千
万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
？

A
　

契
約
を
行
う
た
め
の
、
予
算
の

裏
付
け
と
し
て
限
度
額
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
債
務
負
担
行

為
が
3
年
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

事
業
費
が
当
初
に
設
定
し
た
額
面

よ
り
増
減
す
る
こ
と
も
あ
り
、
予

算
を
組
み
直
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Q
　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
の
債

務
負
担
行
為
補
正
で
、
平
成　

年
30

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
3
年

32

間
で
8
8
5
0
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
限
度
額
は
契
約
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
実

際
は
ど
う
な
の
か
？

A
　

今
回
の
追
加
補
正
は
、
自
動
車

関
連
大
手
企
業
の
償
却
資
産
が
主

な
も
の
で
す
。

Q
　

固
定
資
産
税
が
1
億
2
2
0
0

万
円
増
収
に
な
っ
て
い
る
。ど
う

い
う
事
由
に
よ
る
も
の
か
？

デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
「
た
ん
た
ん
号
」は
、

今
日
も
元
気
で

　

た
ん
た
ん
号
は
、「
高
齢
者
等

交
通
弱
者
が
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
平

成　

年
度
か
ら
「
地
域
の
足
」
と

22
し
て
、
毎
日
、
町
内
を
く
ま
な
く

走
っ
て
い
ま
す
。

H28年度　利用目的（施設）10位

人数目的地

7,272元気あっぷむら1

3,829とりせん高根沢店2

3,325黒須病院3

3,250宝積寺駅4

3,126中津川クリニック5

2,672深澤クリニック6

1,538倉持整形外科7

1,463リオン・ドール高根沢店8

1,210まなか医院9

986オータニ高根沢店10

　

最
近
は
、
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
買
い

物
利
用
や
個
人
宅
へ
の
送
迎
な
ど
多

様
な
目
的
に
使
わ
れ
、
ま
た
、
利
用

者
も
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広

い
年
齢
層
へ
と
拡
大
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

課
題
は
、
目
的
地
が
多
様
に
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
に
待

た
せ
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
運
行
回
数
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
運
転
手
の
負
担
が
増
え

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
利
用
者
が
多

い
時
間
帯
に
運
行
台
数
を
増
や
せ
る

の
か
実
証
運
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
運
行
委
託
先

30

は
、「
高
根
沢
町
地
域
公
共
交
通
会

議
」
に
お
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

サ
ル
方
式
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
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主
な
補
正

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
事
業
費

5
2
7
9
万
円

・
郷
土
資
源
・
文
化
財
活
用
事
業
費
　

万
円

42

・
図
書
館
施
設
修
費
・
改
修
事
業
費

2
5
0
万
円

・
そ
の
他
、
各
経
常
経
費
の
人
件
費
、
福

祉
助
成
事
業
等
の
補
正

説　
　

明

安
心
・
安
全
な

保
育
園
給
食
の
提
供

A
　

人
件
費
に
対
す
る
算
定
額
で
、

管
理
栄
養
士
・
調
理
師
の
算
定

額
が
全
国
水
準
額
よ
り
低
い
た

め
、
算
定
額
を　

万
円
に
し
、

19

パ
ー
ト
時
給
を
7
5
0
円
か
ら

9
0
0
円
に
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　

保
育
園
給
食
業
務
債
務
限
度

額
は
、
過
去
3
年
分
と
比
較
し

増
減
は
あ
る
か
？

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

任委員会
審議報告

常
の
習 課・住民課・健康福祉課）

平
成　

年
度

29

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

楽しい給食

A
　

学
校
図
書
強
化
の
た
め
に
、

職
員
を　

名
か
ら
1
名
増
加
の

25

　

名
に
し
た
こ
と
な
ど
を
主
な

26要
因
と
し
て
、
年
間
7
5
8
万

4
千
円
、
5
年
間
で
3
7
9
2

万
円
の
増
加
と
算
出
し
、
過
去

5
年
分
と
比
べ
増
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
直
営
で
行
っ
た
場

合
の
算
定
は
、
委
託
す
る
よ
り

約
1
0
0
0
万
円
高
く
な
り
ま

す
。 Q

　

図
書
館
・
公
民
館
指
定
管
理

委
託
の
限
度
額
は
、
過
去
5
年

分
と
比
較
し
た
場
合
の
増
減
と
、

町
直
営
に
し
た
場
合
の
比
較

は
？

図書館利用風景

A
　

図
書
館
中
央
館
空
調
室
外
機

の
改
修
に
伴
う
設
計
委
託
で
あ

り
、
委
託
料
の
算
定
方
法
は
改

修
事
業
予
定
費
5
0
0
0
万
円

の
5
％
で
す
。

Q
　

図
書
館
の
施
設
改
修
設
計
委

託
額
の
算
出
内
容
は
？

そ
の
他
質
疑

A
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
率
は
、　

・
3
％
で
県
内
で

12

4
位
の
実
績
で
す
。
3
5
6
1

枚
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

Q
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
率
は
？

安心して使えるグラウンドを
目指して
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閉
会
中
の
継
続
審
査

　

現
状
と
し
て
は
、
鉄
筋
棒
と
バ
ー
ル
で
校

庭
各
所
を
刺
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ガ
ラ
等

が
あ
る
か
を
調
査
し
た
が
、
特
に
対
象
物
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ガ
ラ
や
塩
ビ
パ

イ
プ
が
見
つ
か
っ
た
場
所
の
周
辺
を
、
9
月

中
に　
　

ほ
ど
掘
削
調
査
し
、
そ
の
時
期
は

30
cm

学
校
と
協
議
し
、
運
動
会
等
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
最
優
先
し
、
全
面
的
な
調
査
・
修
繕
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
会
後
の
全
員
協
議
会
で
の
説

明
で
は
、
運
動
会
ま
で
に
ガ
ラ
や
塩
ビ
パ
イ

プ
が
出
た
場
所
周
辺
数
か
所
を
掘
削
調
査
し
、

そ
の
結
果
全
面
的
な
調
査
修
繕
を
検
討
す
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

任
審

教育福祉常
付託案件の

所管課
（こどもみらい課・生涯学習 課

A
　

平
成　

年
度
の
当
初

29

予
算
は
前
年
度
を
参
考

に
算
出
し
て
お
り
、

 
デ 
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
等

※　の
医
療
の
推
移
か
ら
推

測
す
る
と
、
特
出
し
て

高
額
な
ケ
ー
ス
が
多
く

出
な
い
限
り
、
現
行
予

算
範
囲
内
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　

今
後
の
医
療
費
は
増

え
る
傾
向
か
？

　

県
立
高
校
の
入
学
選
抜
で
定
員
が
満
た
な

い
学
校
が
あ
る
場
合
に
そ
の
高
校
に
お
い
て
、

一
般
入
試
で
不
合
格
と
な
っ
た
生
徒
を
対
象

に
再
募
集
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
。

阿
久
津
小
学
校
の
校
庭
か
ら

ガ
ラ
・
塩
ビ
パ
イ
プ
が
出
て
き
た

件
に
関
す
る
現
状
報
告
と
今
後
の

対
応

審
査
内
容

意　
　

見

審
査
結
果

・
県
教
育
員
会
に
お
い
て
特
例
校
を
含
め
て

県
立
高
校
再
編
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
の
動
向
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

・
栃
木
県
議
会
で
不
採
択
に
な
っ
て
お
り
、

特
色
選
抜
、
一
般
選
抜
、
定
時
制
選
抜
、
通

信
制
選
抜
と
4
回
の
試
験
の
機
会
が
確
保
さ

れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

・
中
学
生
と
保
護
者
が
経
済
的
負
担
の
少
な

い
所
に
行
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
貧

困
家
庭
の
救
済
の
概
念
が
な
い
も
の
で
は
な

い
か
。

・
教
育
の
機
会
確
保
の
観
点
で
は
、
現
在
の

入
試
環
境
を
踏
ま
え
、
進
学
す
る
も
の
が
将

来
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
上
で
、
計
画
を
立

て
入
試
に
臨
む
べ
き
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
で
不
採
択

※
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

　

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明

細
書
）
や
特
定
健
康
診
査
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
分

析
に
基
づ
き
、
よ
り
効
果
的

な
保
健
事
業
を
行
う
た
め
の

実
施
計
画
で
す
。

H28H27H26H25H24区　　分

266,862245,548220,670211,827213,469一人当たり保険
給付費（円）

1,762,8911,742,4121,610,4511,586,8001,633,251保険給付費
（千円）

6,6067,0967,2987,4917,651被保険者数
（年度平均）（人）

一人当たりの国民健康保険給付費及び推移
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9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

平
成　

年
度
一
般
会
計

29

補
正
予
算

　

主
な
補
正

・
農
業
振
興
対
策
費 6

3
7
万
円

・
土
地
改
良
施
設
改
修
整
備
事

業
費
等

1
6
1
4
万
円

・
道
路
維
持
事
業
費

1
5
6
8
万
円

・
下
水
道
事
業
費
 　

4
4
7
万
円

・
公
園
事
業
費

　

万
円

70

・
そ
の
他
、
各
種
経
常
経
費
の

人
件
費
や
住
宅
管
理
維
持
費
の

補
正 説　

　

明

A
　

年
内
に
設
置
で
き
る
よ
う
工

事
を
発
注
し
ま
す
。

Q
　

児
童
公
園
の
滑
り
台
設
置
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
？

町
道
の
認
定

A
　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
、

農
地
を　

年
間
貸
し
付
け
た
者

10

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金

で
、
中
途
で
解
約
し
た
た
め
支

払
わ
れ
た
交
付
金
を
全
額
返
還

す
る
た
め
で
す
。

Q
　

農
地
集
積
協
力
金
の
返
還
の

理
由
は
？

A
　

緊
急
車
両
の
通
行
な
ど
道
路

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
認
定

し
ま
し
た
。

Q
　

光
陽
台
2
丁
目
の
町
営
光
陽

台
住
宅
に
あ
る
道
路
を
町
道
に

認
定
す
る
理
由
は
？

　

道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等

の 
嵩 
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め

※　
る
意
見
書

意
見
案

　

道
路
は
安
全
安
心
な
暮
ら
し

と
持
続
的
な
地
域
経
済
の
成
長

を
支
え
、
災
害
時
に
お
け
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
を
有
す
る

重
要
な
社
会
基
盤
施
設
で
あ
り

ま
す
。

　

地
域
創
生
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
中
、
道
路
整
備
に
係

る
補
助
金
を
低
減
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
全
委
員
一
致
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

結

果

任委員会
審議報告

下 水道課・農業委員会事務局）

の
常

中坂上公園に設置されたすべり台

認定された町道

主
な
質
疑

※
嵩
上
げ
措
置

　

現
在
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平

成　

年
度
ま
で
は
道
路
の
補
助
金
事
業

29
の
補
助
率
等
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
補
助
率
が
下

30

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

補
助
率
が
下
が
る
と
町
の
負
担
が
増

え
、
橋
梁
点
検
や
道
路
維
持
管
理
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
補
助
率
の

嵩
上
げ
措
置
を
平
成　

年
度
以
降
も
継

30

続
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
も
の
で
す
。
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9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

任
審

所管課
（都市整備課・産業課・上下 水

付託案件の
建設産業常

　

高
山
市
に
お
い
て
『
捨
て

な
い
農
業
』
の
実
現
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
㈱
ミ
ナ
チ
ル
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　

ほ
う
れ
ん
草
の
生
産
日
本

一
を
誇
る
高
山
市
で
は
、
厳

し
い
出
荷
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
も
の
が
「
飛
騨
ほ
う
れ
ん

草
」
と
し
て
市
場
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
規
格
外
品

や
端
材
と
な
っ
て
し
ま
う
も

の
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

野
菜
と
し
て
味
や
品
質
は

正
規
品
と
し
て
遜
色
な
い
端

材
を
資
源
と
し
て
、
生
産
か

ら
加
工
ま
で
の
六
次
産
業
化

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
確

立
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
は「
も
っ
た
い
な
い
」

精
神
が
根
付
い
て
お
り
ま
す
。

　

高
根
沢
町
農
業
の
六
次
産

業
の
取
り
組
み
に
生
か
せ
る

よ
う
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

道の駅を拠点としたまちづくりの調査
捨てない農業、育てる市場への取り組みの調査

建設産業常任委員会所管事務調査報告
7月25日　岐阜県下呂市　26日　岐阜県高山市

　

岐
阜
県
下
呂
市
「
飛
騨
金

山
ぬ
く
森
の
里
温
泉
」
道
の

駅
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

下
呂
市
飛
騨
金
山
地
区
は

人
口
減
少
が
顕
著
な
地
区
で

あ
り
、
人
口
は
最
盛
期
の
約

半
分
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
6
年
『
福
祉
・
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
・
休
養
』
に
関
す

る
各
施
設
を
集
中
的
に
整
備

し
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
有

機
的
な
連
携
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
に

26

は
、
地
方
創
生
拠
点
形
成
に

関
す
る
先
駆
モ
デ
ル
と
し
て

重
要
道
の
駅
と
位
置
付
け
ら

れ
、
福
祉
機
能
、
交
通
結
節

点
、
防
災
、
観
光
総
合
窓
口
、

交
流
・
連
携
事
業
な
ど
、
地

域
一
体
型
の
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
施

設
で
す
。

〇
一
日
目
調
査
〇

〇
二
日
目
調
査
〇

捨てられない「議会だより」を目指して!!
広報広聴特別委員会所管事務調査報告

7月4日　町村議会広報クリニック（北海道・東北・関東地区）
　

読
ま
れ
る
広
報
誌
作
成
の

た
め
、
全
国
市
町
村
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）に
お
い

て
、
年
数
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
、　

町
村
議
会
が

53

参
加
し
、
参
加
議
会
が
多
数

の
た
め
ラ
ン
ダ
ム
に
三
つ
の

分
科
会
に
わ
か
れ
、
他
町
村

の
、「
議
会
広
報
誌
」
に
つ
い

て
、
評
価
、
評
論
し
、
手
に

取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
す
る

た
め
に
、
良
い
と
こ
ろ
や
、

直
す
べ
き
内
容
な
ど
、
講
師

の
も
と
学
ぶ
場
で
あ
り
ま
す
。

「
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
は
？

①
住
民
に
情
報
が
伝
わ
る

紙
面
か

②
住
民
視
点
で
の
編
集
か

③
住
民
視
点
で
の
紙
面
表

現
か

　

こ
れ
ら
の
視
点
を
配
慮
し

分
か
り
や
す
い
標
記
を
し
、

更
に
よ
り
多
く
の
方
に
見
て

頂
く
た
め
の
創
意
工
夫
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
町
民
の
皆
様

に
発
行
を
心
待
ち
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
広
報
誌
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視
点
!

お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
7
月
号
の
議
会

報
告
コ
ー
ナ
ー
の
町
民
意
見（
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
）
に
お
い
て
、
近

隣
市
町
で
は　

歳
以
上
の
方
に

65

月
5
枚
の
温
泉
券
を
発
行
し
て

い
る
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

1
ヶ
月
5
回
を
限
度
に「
温
泉
入

浴
利
用
証
」
を
交
付
し
て
い
る
。

が
正
し
い
内
容
で
あ
り
、
誤
っ

た
表
記
を
し
ま
し
て
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

工
場
視
察

・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
様
子
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OH
豆
知識

まめ
ちしき

平成30年5月10日より
「農業委員会」が大きく変わります!

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

「
高
根
沢
湧
泉
太
鼓
の
会
」躍
進
中
!

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

　

農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
4
月
1
日
か

28

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

1　

農
業
委
員
会
の
役

割
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

・
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集

約
化

・
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、
解
消

・
新
規
参
入
の
促
進

2　

農
業
委
員
の
選
出

方
法
を
変
更

①
公
選
制（
選
挙
制
）

か
ら
推
薦
・
公
募

制
に
変
更
さ
れ
、

町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
任
命
す

る
方
法
に
変
更

②
農
業
委
員（
9
人
）

・
過
半
数
は
認
定
農

業
者

・
青
年
・
女
性
の
登

用
促
進

・
中
立
委
員
の
任
命

3　

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
設

①
推
進
委
員（　

人
）

18

は
農
業
委
員
会
か

ら
委
嘱

②
推
進
委
員
の
主
な

業
務

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン

な
ど
、
地
域
の
農

業
者
等
の
話
し
合

い
を
推
進

・
農
地
の
貸
し
手
、

借
り
手
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
、
農

地
利
用
の
集
積
・

集
約
を
推
進

・
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
を
推

進

　

高
根
沢
湧
泉
太
鼓
の
会
は
、

平
成
8
年
、
町
制　

周
年
の
記

40

念
事
業
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
に
温
泉
が

湧
い
た
事
が
名
前
の
由
来
で
す
。

　

現
在
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、

「
た
ん
た
ん
祭
り
」、「
コ
ス
モ

ス
ま
つ
り
」、「
宮
ま
つ
り
」
な

ど
各
種
お
祭
り
な
ど
へ
の
参
加

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
根
沢
高
校
文
化
祭

の
和
太
鼓
演
奏
の
指
導
も
行
い

ま
し
た
。

　

一
昨
年
に
は
、
湧
泉
太
鼓
発

足　

周
年
を
記
念
し
て
、
和
太

20
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
お
客
様
が
町
民
ホ
ー

ル
に
来
場
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

力
の
限
り
演
奏
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
声
を

頂
き
、
そ
の
後
の
演
奏
の
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年　

月　

日
に
は
奈
良
県

10

15

で
の
国
民
文
化
祭
で
県
代
表
と

し
て
「
華
厳
」
と
い
う
演
目
を

演
奏
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
聴
い
て
い
た
だ
い
た

方
が
さ
ら
に
感
動
す
る
演
奏
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
高
根
沢
町
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
演
奏
を
し

な
が
ら
、
各
企
業
の
記
念
行
事

で
の
演
奏
も
し
て
い
き
ま
す
。

フレッシュなメンバーも募集しています
（生涯学習課までご連絡を　TEL675-3175）
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9/6.7一般質問の傍聴者12名（全15名）
　傍聴は、皆さんが選んだ議員の考えを知っていただく良
い機会です。ぜひ傍聴にお越しください。

一般質問って？
　一般質問は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論
議をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めるため、
質問する議員も、受ける執行機関もともに十分な準備が必要で
す。
　そのため、議員としては、質問の構想を練り理論構成をして
その要旨を議長に通告する通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内
です。
　再質問は、一問一答方式で行っています。

　詳細は、YouTubeやDVD・会議録
をご覧ください。
一般質問のページにあるQRコード　一般質問のページにあるQRコード、、

または「高根沢町議会 第382回」で検または「高根沢町議会　第382回」で検索索

DVDVDD
会議会議録録

YouTubYouTubee

　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、
約2ケ月後に発行します。
　役場・図書館（中央館・仁井田分館・上高根
沢分館）で貸出し、閲覧ができます。

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

町政を問う!
8人の議員が登壇

◆川面充子　議員 .......... 16
①包括連携協定の効果は
②町の不登校対策は

◆佐藤晴彦　議員 .......... 17
①学校における万全な安全対策を
②家族の絆が育まれるまちづくりを
③2020年教育改革に向けた準備を

◆鈴木伊佐雄　議員 ...... 18
①元気あっぷむらを道の駅にするための
　目的は
②駅周辺の賑わいが創出しているイベント
今後も継続するのか

◆加藤章　議員 ............... 19
①道路・橋梁は安全か
②水道事業の現状と今後の見通しは

◆神林秀治　議員 .......... 20
①キリンビール所有地への企業誘致を
　どのように強化するのか
②庁舎被災時の業務継続計画は
③6次産業化の推進を
④援農ボランティア事業を実施しては

◆渡邉俊　議員 ............... 21
①元気あっぷむらを道の駅に登録する施策
の進め方は

◆森弘子　議員 ............... 22
①｢広島平和記念式典｣へ中学生を派遣し
　町民に｢平和の願い｣を広めてはどうか
②ゴミのないまちづくりを推進するには

◆横須賀忠利　議員 ...... 23
①阿小の水道水は安心か
②東小学校建設にあたり受注業者に対する
対策は

③元気あっぷむらにおける赤字決算の解消
と今後の運営は

④町長が提唱している「4万人構想」の
　進捗状況と今後の町政運営は

本紙では、■の質問を要約して掲載しています。
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今
後
継
続
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
？

QA
町町
長長

　

行
政
や
民
間
企
業
、
関

係
機
関
で
、
互
い
の
持
っ

て
い
る
資
源
や
能
力
を
無

理
な
く
提
供
し
あ
う
こ
と

で
あ
る
。

※
包
括
連
携
協
定

　

企
業
と
自
治
体
が
連
携
し
て 

社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
を
「
包
括
連
携
協
定
」
と
言

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
は
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

問 包 括連携協定の効果は？
※　

　答【町長】行政と民間企業、関係機関が
　　気軽に相談できる場ができつつある

川面　充子　議　 員

　

不
登
校
児
童
生
徒
数
の

現
状
と
課
題
は
？

Q

問町の不登校対策は？
　答【教育長】全国的に注目されている学校復帰を前提としない、
　　「フリースペースひよこの家」

　

現
在
、
協
定
を
結
ん
だ

企
業
と
、
取
り
組
み
状
況

は
？ QA

町町
長長

・
栃
木
銀
行

地
域
金
融
機
関
が
持
っ

て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情

報
の
提
供

・
㈱
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ

企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
の
提
供

・
積
水
ハ
ウ
ス
㈱

子
育
て
世
代
、
自
治
会

加
入
の
P
R
、
町
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
情

報
提
供

・
高
根
沢
高
校
・
宇
大

若
者
の
感
性
と
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ

ア
提
供

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

A
教
育
教
育
長長

　

小
学
生
5
名
、
中
学
生

　

名
お
り
、
主
な
要
因
は
、

27小
学
生
は
、
家
庭
環
境
の

急
激
な
変
化
や
親
子
関
係

な
ど
家
庭
に
お
け
る
こ
と
、

中
学
生
は
、
友
人
関
係
を

め
ぐ
る
問
題
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
支

援
を
進
め
る
の
か
？

QA
教
育
教
育
長長

　
「
ど
こ
で
学
ぶ
か
で
は

な
く
、
な
に
を
学
ぶ
か
」

を
念
頭
に
お
き
、「
に
わ

と
り
の
会
」
を
発
足
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
創
り
上
げ

て
い
く
。

　
 
教 
育
の
機
会
確
保
法
を

※　
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

QA
教
育
教
育
長長

　

注
目
す
べ
き
点
は
、

「
休
ん
で
も
い
い
」と
い
う

こ
と
、「
学
校
以
外
の
場
」

が
重
要
視
さ
れ
、
居
場
所

と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
活
動
し
や
す
い
場
と
な

る
に
は
、「
ど
の
様
な
支

援
が
必
要
か
」
を
行
政
が

と
も
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

※教育の機会確保法
平成27年12月施行
　不登校の子どもたちの支援を進める
ことを目的とした「義務教育の段階にお
ける普通教育に相当する教育の機会の
確保等に関する法律」です。この法律に
は、2つのキーワードがあります。
　「休んでもよい」ということ。「学校以 
外の場の重要性」を認めたことです。こ
れらのことは、子どもも保護者にとって
も自分を否定しなくてもいい、自己肯定
感につながります。

教
育
教
育

ご存じ！たかねざわにじいろ焼きちゃんぽん

協
働
協
働

子どもたちが
安心できる
居場所
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佐藤　晴彦　議　 員

問学校における万全な安全対策を
　答【教育長】防犯カメラなどの整備と共に、
　　　　　　危機対処能力を身に着ける

防
犯
防
犯

　

近
隣
市
町
の
学
校
に
お

い
て
、
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ

る
事
件
が
発
生
し
た
が
、

本
町
の
学
校
の
安
全
対
策

の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
？

QA
教
育
教
育
長長

　

各
校
に
お
い
て
、
学
校

安
全
計
画
を
策
定
し
、
災

害
に
対
す
る「
避
難
訓
練
」

や
、
不
審
者
が
侵
入
し
た

時
の
「
防
犯
教
室
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
校
内
の
安
全
点

検
時
に
危
険
場
所
の
確
認

や
検
討
を
行
い
、
安
全
を

守
る
た
め
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

夜
間
警
備
に
つ
い
て
も
、

校
舎
内
外
の
巡
回
警
備
強

化
を
指
示
し
て
い
る
。

A
教
育
教
育
長長

　

学
校
敷
地
内
に
、
安
易

に
不
特
定
多
数
の
方
が
侵

入
で
き
る
状
況
に
な
ら
な

い
よ
う
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

設
置
効
果
を
検
証
す
る

た
め
、
平
成　

年
度
は
モ

30

デ
ル
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
。

　

ま
た
、
学
校
の
周
囲
に

フ
ェ
ン
ス
が
な
い
箇
所
は
、

状
況
を
整
理
し
、
今
年
度

中
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
。

安全に過ごせる学校のため
防犯カメラの設置を！

問2020年教育改革に向けた準備を
　答【教育長】全町的なICT教育環境整備を
　　　　　　進めていく

　

防
犯
の
観
点
で
の
学
校

整
備
の
計
画
は
し
て
い
る

の
か
？

Q

阿小で行った防犯教室

　

2
0
2
0
年
か
ら
、
小

学
5
・
6
年
生
に
お
い
て
、

英
語
の
授
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　

計
画
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
教
員
を
確
保
す
る
準

備
を
し
て
い
る
の
か
？

Q

A
教
育
教
育
長長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
段

階
的
な
I
C
T
教
育
環
境

整
備
に
着
手
し
た
。

　

今
年
度
は
、
全
小
中
学

校
に
電
子
黒
板
と
書
画
カ

メ
ラ
を
各
1
台
ず
つ
と
、

小
中
各
1
校
の
モ
デ
ル
校

に
タ
ブ
レ
ッ
ト　

台
ず
つ

12

を
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
校
の
実
践
を
も

と
に
、
全
町
的
な
I
C
T

教
育
環
境
整
備
を
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

英
語
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
先
進
的
に
行
う
た

め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

I
C
T
教
育
環
境
整
備
は

計
画
し
て
い
る
の
か
？

Q

最先端の教育環境整備を
（タブレットを使った授業）

A
教
育
教
育
長長

　

小
学
校
で
の
英
語
指
導

を
実
施
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
小
学
校
教
員
の
指
導

力
・
専
門
性
を
一
層
高
め

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

英
語
教
育
推
進
委
員
会

を
中
心
に
、
指
導
方
法
や

授
業
研
究
会
の
実
施
、
英

語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
る
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会

へ
専
門
性
の
高
い
教
員
の

採
用
と
配
置
、
教
員
資
質

向
上
の
研
修
機
会
の
充
実

を
要
望
す
る
。

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

教
育
教
育
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問元気あっぷむらを道の駅にするための目的は？
　答【町長】『地域創生』を具体的に実現する
　　　ための『地域拠点』づくり

鈴木　伊佐雄　議　 員

　

ち
ょ
っ
蔵
広
場
で
開
催

し
て
い
る
「
高
根
沢
ロ
ッ

ク
サ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

今
後
も
継
続
す
る
の
か
？

QA
町町
長長

　

昨
年
の
8
月
か
ら
こ
れ

ま
で
5
回
開
催
し
、回
を

重
ね
る
ご
と
に
来
場
者
が

増
え
、本
年
の
5
月
開
催

時
に
は
1
万
2
0
0
0
人

を
数
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、

①　
「
ち
ょ
っ
蔵
広
場
」の

立
地
条
件
。宇
都
宮
駅

か
ら
2
駅
と
近
く
、駅

東
口
に
接
し
て
い
て
電

車
で
来
場
す
る
方
に
は

利
便
性
が
高
い
。

　
　

ま
た
、隈
研
吾
氏
設

計
の
、建
築
物
や
広
場

が
融
合
し
て「
お
し
ゃ

れ
」と
感
じ
る
空
間
を

作
り
上
げ
て
い
る
。

②　

町
内
の
店
舗
の
ほ
か
、

「
集
客
力
の
高
い
」町
外

の
店
舗
に
出
店
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

問駅周辺の賑わいが創出しているイベント　今後も継続するのか？
　答【町長】町の魅力を発信し「移住・定住・創業」につながる
　　　　　重要なイベントとして継続をしていく

　
「
道
の
駅
」化
に
向
け
て

現
在
の
進
捗
状
況
は
？

QA
町町
長長

　

道
の
駅
登
録
申
請
に
関

す
る
業
務
委
託
と
し
て
、

本
年
5
月
に
受
託
業
者
と

契
約
を
締
結
し
た
。

　

登
録
申
請
資
料
の
作
成

を
は
じ
め
、
交
通
量
調
査

な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
の
収

集
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
末
の
供
用

31

開
始
に
向
け
て
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
い
く
。

に
ぎ 

 

わ
い
に
ぎ 

 

わ
い

観
光
観
光

③　

毎
回
テ
ー
マ
を
設
定

し
、「
次
も
来
た
く
な
る

ワ
ク
ワ
ク
感
」と「
鮮
度

感
」を
保
つ
た
め
の「
可

変
性
」を
意
識
し
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
戦
略
を
し
て
い

る
。

④　

高
根
沢
ロ
ー
カ
ル
グ

ル
メ
と
認
定
し
て
い
る

食
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
こ
こ
に
来
な

い
と
食
べ
ら
れ
な
い
」と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
付
加

価
値
を
つ
け
て
い
る
。

⑤　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
利

活
用
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、本
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
う
え

で
大
き
な
効
果
を
上
げ
て

お
り
、移
住
・
定
住
・
創
業

に
も
つ
な
が
る
重
要
な
位

置
づ
け
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
。

地域づくりの核として「道の駅」
　

県
内
で　

駅
が
登
録
さ

24

れ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の

駅
が
登
録
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
誘
客
を
図
る
た
め

の
方
策
は
？

QA
町町
長長

　
「
道
の
駅
」
と
し
て
「
食

文
化
及
び
健
康
づ
く
り
に

親
し
む
場
」
と
し
て
磨
き

上
げ
、「
花
」
や
「
地
酒
」、

「
体
験
」に
絡
め
た
こ
こ
に

し
か
な
い
観
光
の
魅
力
を

創
造
す
る
。

　

ま
た
、
住
民
票
や
各
種

証
明
の
交
付
等
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
整
備
や
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支

援
、
買
い
物
困
難
者
へ
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
地

域
間
の
交
流
・
連
携
を
促

進
し
、
日
常
生
活
を
営
む

た
め
の
「
地
域
拠
点
」
と

し
た
「
地
域
創
生
」
を
実

現
す
る
。

にぎわいの創出

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問
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加藤　章　議　 員

問道路・橋梁は安全か？
　答【町長】定期点検に基づき修繕を実施

A
町町
長長

　

点
検
結
果
は
、「
健
全
」

が　

橋
、「
予
防
的
保
全
」

27
が　

橋
、「
早
期
措
置
段

57
階
」が
1
橋
と
な
っ
て
い
る
。

　

修
繕
状
況
は
、昨
年
度
、

北
区
と
中
台
を
結
ぶ
J
R

烏
山
線
の
跨
線
橋
を
修
繕

し
た
。

　

道
路
に
関
し
て
は
、

「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町

も
参
加
し
て
い
る
が
、
計

画
的
な
修
繕
の
実
施
に
向

け
て
、
ど
う
い
っ
た
調
整

が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
？

QA
町町
長長

　

県
内
の
橋
梁
点
検
の
実

施
状
況
や
他
県
の
老
朽
化

対
策
の
取
組
状
況
、
修
繕

事
例
を
も
と
に
道
路
施
設

の
維
持
管
理
に
係
る
意
見

調
整
や
情
報
を
共
有
す
る
。

他
市
町
や
他
県
の
有
益
な

情
報
を
取
り
入
れ
つ
つ
、

老
朽
化
し
た
道
路
施
設
の

維
持
管
理
を
的
確
に
対
応

し
て
い
く
。

　

本
町
内
の
水
道
管
の
老

朽
化
の
現
状
と
修
繕
計
画
、

資
金
計
画
は
？

QA
町町
長長

　

現
在
、
法
定
耐
用
年
数

を
経
過
し
て
い
る
水
道
管

は
、
全
体
3
5
9
㎞
の
う

ち
約　

㎞
と
な
っ
て
い
る
。

0.2

　

今
後
、
耐
用
年
数
を
迎

え
る
配
水
管
は
機
能
診
断

等
の
調
査
を
実
施
し
、
更

新
計
画
及
び
資
金
計
画
を

作
成
し
て
、
必
要
箇
所
の

布
設
替
え
を
計
画
的
に
進

め
る
。

　

本
町
の
管
理
す
る
橋
梁

の
点
検
と
結
果
、
そ
れ
に

基
づ
く
修
繕
状
況
、
緊
急

に
修
繕
を
要
す
る
橋
梁
の

現
状
は
？

Q

問
水
道
事
業
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は

　

答【
町
長
】計
画
的
修
繕
で
安
心
・
安
全
な

水
道
水
の
供
給
に
努
め
る

課
題
等
の
解
決
に
つ
い
て
、

新
た
な
取
り
組
み
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
安
心
・

安
全
な
水
道
水
」
を
供
給

で
き
る
よ
う
、
今
後
の
見

通
し
を
適
切
に
分
析
、
判

断
し
た
上
で
、
安
定
し
た

水
道
事
業
経
営
を
図
っ
て

行
く
。

道
路
道
路

　

住
民
の
水
道
料
金
負
担

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に

は
、
水
道
事
業
の
抜
本
的

な
改
革
を
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
で
は
？

QA
町町
長長

　

平
成　

年
4
月
か
ら
上

22

下
水
道
事
業
の
一
部
に
つ

い
て
包
括
的
業
務
委
託
を

行
い
、
水
道
施
設
の
維
持

管
理
や
窓
口
業
務
等
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、
固

定
費
の
削
減
な
ど
経
営
の

効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

　

栃
木
県
が
主
体
と
な
り

平
成　

年
度
末
に
「
市
町

28

村
等
水
道
事
業
広
域
連
携

検
討
会
」
が
発
足
し
、
今

後
の
水
道
事
業
に
お
け
る

水
道
水
道

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

　
今
年
度
は「
早
期
措
置

段
階
」と
判
定
さ
れ
た
上
高

地
区
南
部
の
野
本
川
に
架

か
る
町
道　

号
線
の
橋
梁

24

の
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
。

JR烏山線の跨線橋

水道の基盤となる
給水塔
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問「キリンビール所有地」への企業誘致を
　どのように強化するのか？
　答【町長】今後の企業誘致施策の
　　見直しを早急に進める必要がある

神林　秀治　議　 員

問 援 農ボランティア事業を実施しては？
※　

　答【町長】ニーズの把握に努め、
　　　　　関係団体とも情報共有を図る

　

企
業
誘
致
の
進
捗
状
況

は
？ QA

町町
長長

　

引
き
合
い
や
問
合
せ
は

増
え
て
い
る
も
の
の
、
行

政
協
議
に
進
展
し
た
案
件

は
な
い
。

　

将
来
に
わ
た
り
町
内
の

農
地
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農

家
の
手
助
け
を
す
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実

施
し
て
は
？

QA
町町
長長

　

す
で
に
実
施
し
て
い
る

東
京
都
の
国
分
寺
市
で
は
、

　

戸
の
農
家
へ　

名
の
援

23

90

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
農

業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
な
ど
の
問
題
は
、
今

後
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
本
町
農
業
振
興
の
た

め
に
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

関
係
団
体
等
と
も
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
研
究
し

て
い
く
。

※
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

農
業
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方

を
対
象
に
、
農
業
者
が
講
師
と

な
っ
た
講
習
会
に
お
い
て
、
農

作
業
補
助
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
た
後
、
農
家
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
。

　

参
加
者
は
、
良
好
な
自
然
環

境
の
中
で
健
康
増
進
と
余
暇
の

充
実
が
図
ら
れ
、
同
時
に
農
業

技
術
を
習
得
で
き
る
。

　

ど
の
よ
う
な
企
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る

か
？ QA

町町
長長

　

雇
用
の
場
の
確
保
、
地

元
へ
の
経
済
波
及
効
果
の

拡
大
、
税
収
の
増
加
が
期

待
で
き
る
製
造
業
な
ど
で

あ
る
。

　

企
業
が
ど
の
よ
う
な
用

地
を
求
め
て
い
る
か
の
把

握
は
？

QA
町町
長長

　

町
が
直
接
、
具
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　

誘
致
の
手
法
を
さ
ら
に

改
善
・
向
上
さ
せ
る
に
は
？

QA
町町
長長

　

企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
等
に
職
員
が
出
向

い
て
P
R
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
行
く
。

　

企
業
誘
致
競
争
に
勝
ち

抜
く
強
化
策
は
？

QA
町町
長長

　
「
6
億
円
の
補
助
」
が
、

企
業
に
と
っ
て
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
い
と
い

う
企
業
側
の
意
見
を
踏
ま

え
、
企
業
誘
致
施
策
の
見

直
し
を
早
急
に
進
め
る
。

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

誘
致
誘
致

農
業
農
業

農作業でリフレッシュ！

企業誘致を期待！
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渡邉　俊　議　 員

問「元気あっぷむら」を道の駅に登録する
　施策の進め方は？
　答【町長】関係機関と十分な協議を
　　　　　行いながら進める

A
町町
長長

　
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
「
道
の

駅
」
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
創
生

と
し
の
事
業
展
開
や
、
全
国
的
に

名
が
と
お
る
「
道
の
駅
」
を
目
指

す
こ
と
で
、
本
町
の
観
光
・
経
済

の
拠
点
に
な
り
え
る
。

　

来
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
J

R
東
日
本
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
求
め
ら

れ
て
い
る
「
こ
こ
に
し
か
な
い
魅

力
を
創
造
す
る
」、
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
来
場
者
、
売
り

上
げ
が
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況

に
歯
止
め
を
か
け
、
開
館
当
時
の

に
ぎ
わ
い
を
復
活
で
き
る
と
期
待

し
て
い
る
。

　

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
を
道
の
駅
に

登
録
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
抱
い
て
い

る
の
か
？

Q

観
光
観
光

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

20周年をむかえる元気あっぷむら

2階憩いの大広間
　
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
は
、
農
林

水
産
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
地

域
農
業
基
盤
確
立
構
造
改
革
事

業
」
な
ど
を
利
用
し
て
設
立
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、「
道
の
駅
」
所
管
の
省

庁
は
国
土
交
通
省
で
あ
る
。

　

一
つ
の
施
設
に
対
し
、
異
な
る

二
つ
の
省
庁
を
ま
た
ぐ
事
業
と
な

る
が
、
問
題
は
な
い
の
か
？

Q

親水公園

A
町町
長長

　
「
道
の
駅
」に
す
る
申
請
に
関
し

て
、
関
係
機
関
で
あ
る
宇
都
宮
国

道
事
務
所
と
町
で
協
議
し
た
結
果
、

農
林
水
産
省
の
補
助
を
受
け
た
施

設
の
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
、

「
道
の
駅
」と
し
て
登
録
す
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
補
助
を
活
用
し
た
事

業
や
資
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
「
補
助
金
等
適
正
化
法
」

な
ど
に
よ
る
制
限
が
あ
る
。

1
坩
補
助
対
象
事
業
と
し
て
承
認

さ
れ
た
事
業
の
廃
止

2
坩
補
助
対
象
と
し
た
資
産
の

　
　

処
分

3
坩
譲
渡
や
廃
棄

4
坩
承
認
さ
れ
た
事
業
以
外
へ
の

転
用

な
ど
を
行
う
に
は
、
必
要
な
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
を
「
道
の
駅
」

に
整
備
す
る
に
は
、
今
後
も
関
係

機
関
と
十
分
な
協
議
を
行
い
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
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問「広島平和記念式典」へ中学生を派遣しては?
　答【教育長】中学生の派遣は考えていない

森　弘子　議　 員
　

原
爆
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
、
身
体
で
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
中
学
生

を
「
平
和
記
念
式
典
」
に

派
遣
し
て
は
？

QA
教
育
教
育
長長

　

広
島
の
「
平
和
記
念
式

典
」
に
は
参
加
し
て
い
な

い
が
、
社
会
科
の
授
業
で

「
戦
争
の
悲
惨
さ
」
や
「
原

爆
の
被
害
」
に
つ
い
て
学

習
し
、「
平
和
」
の
大
切
さ

や
尊
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
修
学
旅
行
で
、

広
島
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
和
へ
の
理
解
や
願
い
は

高
ま
っ
て
い
る
。

平和の大切さを！

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

　

戦
後　

年
以
上
を
経
過

70

し
、
平
和
の
大
切
さ
を
次

世
代
に
広
め
て
行
く
こ
と

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
、

今
後
も
こ
れ
ら
の
教
育
活

動
を
充
実
し
て
い
く
の
で
、

現
時
点
で
は
「
平
和
記
念

式
典
」
へ
の
中
学
生
の
派

遣
は
考
え
て
い
な
い
。

問ゴミのないまちづくりを
　推進するには?
　答【町長】美しい町の景観が
　　保たれるよう啓発に努める

A
町町
長長

　

現
在
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
と

中
央
小
学
校
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
・
包
装
品

の
拠
点
回
収
を
行
っ
て
い

る
が
、
限
ら
れ
た
町
民
し

か
利
用
で
き
て
い
な
い
状

況
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
に

あ
た
り
、
ま
ず
中
央
小
で

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を

全
小
学
校
で
行
い
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、

資
源
循
環
の
理
解
を
推
進

し
、
そ
の
後
検
討
し
て
い

く
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
品
の
回
収
を
拠
点
回

収
か
ら
「
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
」
に
変
更
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
?

Q

A
町町
長長

　

条
例
で
「
不
法
投
棄
等

の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
、

勧
告
や
命
令
を
し
ま
す
。

ま
た
、
命
令
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
そ
の
内
容
等
を

公
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
に
勧
告
や
命
令

を
適
用
し
た
事
例
が
な
い
。

　

従
っ
て
今
の
と
こ
ろ
罰

則
や
罰
金
等
の
規
定
を
設

け
る
考
え
は
な
い
。

 　
「
高
根
沢
町
の
美
し
く

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
関
す
る
条
例
」
に
罰
則

や
罰
金
等
の
規
定
を
設
け

て
は
ど
う
か
?

Q

　
「
高
根
沢
ま
ち
美
化

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
の
実

施
状
況
は
?

QA
町町
長長

　

8
月
末
で
登
録
さ
れ
た

団
体
は
、
行
政
区
内
の
有

志
グ
ル
ー
プ
1
つ
と
、
3

つ
の
事
業
所
、
情
報
の
森

と
ち
ぎ
に
あ
る
事
業
所
で

設
立
さ
れ
て
い
る
連
絡
協

議
会
の
計
5
団
体
で
、
の

べ
4
1
6
人
の
参
加
が

あ
る
。

　

こ
の
他
、
潜
在
的
に
活

動
し
て
い
る
団
体
も
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
の
で
継
続

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
掘
り

起
こ
し
を
し
て
い
く
。

教
育
教
育

環
境
環
境

中央小での「ステーション回収」

五行川の清掃活動
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横須賀　忠利　議　 員

問阿小の水道水は安心?
　答成分検査を実施の結果
　　　人体に影響のあるような成分は含まれない

A
町町
長長

　

水
道
管
同
士
を
つ
な
ぐ

接
着
剤
で
あ
る「
ヘ
ル
メ

シ
ー
ル
」が
流
れ
出
た
と
判

断
し
て
い
る
。

　

2
ヵ
所
で
成
分
検
査
を

し
た
結
果
、『
人
体
に
影
響

の
あ
る
成
分
は
含
ま
れ
な

い
』と
の
結
果
が
で
た
。

　

今
後
、こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
た
め
に
も
、

よ
り
安
全
な
工
事
管
理
、関

係
法
令
等
を
遵
守
し
た
施

工
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　

今
後
、
同
様
の
異
物
混

入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
法
的

手
段
等
を
含
め
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
図
る
の
か
?

QA
町町
長長

　

今
回
の
処
置
と
し
て
、

7
月　

日
か
ら
4
日
間
、

10

校
舎
内
外
の
水
道
管
全
て

を
施
工
会
社
の
費
用
負
担

で
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ

で
調
査
し
、水
道
管
の
高

圧
洗
浄
を
実
施
し
た
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
判
例
、民
法

や
関
係
す
る
法
令
等
を
参

考
と
し
、施
工
会
社
等
と

協
議
し
、子
ど
も
た
ち
が

安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
対
応
を
進
め
て
い

く
。

　

本
年
6
月
に
、
阿
久
津

小
学
校
で
水
道
水
に
異
物

混
入
が
発
生
し
、
本
年
1

月
に
も
同
様
の
異
物
混
入

が
あ
っ
た
。

 
町
長
は
学
校
施
設
整
備

に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い

る
の
か
?

Q

　

町
が
発
注
す
る
工
事
は
、

「
契
約
事
務
規
則
」に
基
づ

き
契
約
し
、「
建
設
工
事

監
督
執
務
要
綱
」
等
を
踏

ま
え
た
工
事
を
監
督
し
て

い
る
。

　

工
事
現
場
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
法
令
を
遵
守

し
た
工
事
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
第
三
者
機
関
に

チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

東
小
は
、
小
中
一
貫
教

育
を
さ
ら
に
推
進
す
る
モ

デ
ル
校
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
者
と
綿
密
な
協

議
に
よ
り
共
通
理
解
を
図

り
、
第
三
者
機
関
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら

学
校
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
良
い
学
習
環
境
と
な
る

よ
う
、
建
設
を
進
め
て
い

く
。

　

学
校
建
設
に
関
わ
る
業

者
選
考
及
び
施
工
に
関
し

て
、
国
土
交
通
省
令
を
は

じ
め
各
種
法
令
等
を
守
る

べ
き
と
思
う
が
、
工
事
現

場
も
含
め
て
守
ら
れ
て
い

る
か
?

Q

問東小学校建設にあたり受注業者に対する対策は?
　答【教育長】第三者機関のチェックを
　　　　　　受けながら進めていく

9

月

定

例

会

特

別

委

員

会

委

員

会

審

議

研

修

報

告
O
H
豆
知
識
・
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一

般

質

問

A
教
育
教
育
長長

　

設
計
業
務
に
係
る
設
計

会
社
の
選
考
は
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
に

お
い
て
審
査
し
、
設
計
会

社
を
決
定
し
た
。

　

工
事
に
係
る
施
工
会
社

の
選
考
は
、
入
札
に
係
る

公
告
の
資
格
要
件
に
基
づ

き
審
査
し
、
入
札
し
た
結

果
か
ら
施
工
会
社
が
決
定

し
た
。

　

工
事
施
工
は
、
町
、
施

工
会
社
、
設
計
会
社
、
第

三
者
機
関
の
「
と
ち
ぎ
建

設
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
含

め
て
、
月
2
回
の
工
事
定

例
会
を
開
催
し
工
事
を
進

め
て
い
る
。

安
全
安
全

建
設
建
設

行きとどいた資材の管理



　議会だよりを作成するにあたり、文章校正や
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健康長寿
日本一に！
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あなたの声を町政に
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広報誌が
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見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

Q　

い
つ
か
ら
高
根
沢
に

お
住
ま
い
で
す
か
？

A　

昭
和　

年
、
光
陽
台

57

に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
光
陽
台
が
宝

積
寺
保
留
地
と
呼
ば
れ
て
、

ま
だ
野
原
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た
。

　

南
区
自
治
会
に
入
れ
て

頂
き
、
人
口
が
増
え
る
に

つ
れ
、
光
陽
台
自
治
会
が

発
足
し
、
歴
代
の
自
治
会

長
、
役
員
、
皆
で
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
Q　

民
生
委
員
の
立
場
と

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
？

A　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
関
わ
っ
て
支
援
す

る
事
に
よ
り
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

Q　

健
康
の
秘
訣
は
何
で

す
か
？

A　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

は
、
仕
事
へ
の
ス
ト
レ
ス

や
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
定

年
退
職
後
は
一
切
解
放
さ

れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽

し
く
無
理
な
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

　

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
を
持

つ
、
悩
む
時
間
が
無
い
ほ

ど
忙
し
く
過
ご
す
こ
と
、

「
人
生
は
楽
し
い
」と
い
う

意
識
を
持
つ
、
そ
れ
が
秘

訣
で
す
か
ね
。

　
Q　

最
近
第
二
の
青
春
を

発
見
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
？

A　

昨
年
か
ら
シ
ル
バ
ー

大
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
生
に
生
き
が

い
や
、
や
り
が
い
を
持
て

る
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

光
陽
台
の
民
生
委

光
陽
台
の
民
生
委
員員

鯵
坂
英
一
さ
ん
に
、第

鯵
坂
英
一
さ
ん
に
、第
二二

の
人
生
の
過
ご
し
方
に

の
人
生
の
過
ご
し
方
に
つつ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。。

∞プロフィール∞プロフィール∞∞

鯵坂 鯵  坂 　
あじ さあじ さかか

英一 英  一 さんさん
えい いえい いちち

出身地：鹿児島県南九州出身地：鹿児島県南九州市市
職 業：ゴルフ、ハーモニカ等職　業：ゴルフ、ハーモニカ等、、

多趣　　　　多趣味味

ダイコンの生育状況を見守る

　

～
取
材
を
終
え
て
～

　

退
職
後
の
人
生
を
よ
り

充
実
さ
せ
て
過
ご
し
て
い

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
声
を
お

聞
き
し
、
町
民
と
一
体
の

議
会
を
目
指
し
ま
す
。

背景：五行川の彼岸背景：五行川の彼岸花花

Q　

民
協
農
園
を
作
っ
た

そ
う
で
す
が
？

A　

民
生
委
員
全
体
で
今

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
地

域
の
農
家
の
方
た
ち
に
指

導
を
受
け
た
り
交
流
を
持

て
て
楽
し
い
で
す
。

　

お
年
寄
り
宅
を
見
回
る

時
、
で
き
た
野
菜
を
持
っ

て
行
く
な
ど
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
お
勧

め
し
た
い
で
す
。

　
Q　

民
生
委
員
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
期
待
し
ま
す
か
？

A　

高
齢
化
社
会
に
お
い

て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に

は
、
自
助
努
力
と
互
助
の

精
神
が
豊
か
で
環
境
が

整
っ
て
い
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

高
根
沢
町
が
健
康
長
寿

日
本
一
に
な
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

シルバー大学学校祭


